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フ レ ー ゲ的記号法 と

　　　　　　　　ル イス ・ キ ャ ロ ル の パ ラ ドク ス

中　川 大

1　 は じめに

　わ れ わ れ が 論 理 学 の 教 科 書 を開 い て 、ゲ ン ツ ェ ン Gentzen
，
　G ．

，
1909−1945

に起源 をもつ 方式の 記号法 で 、 自然演繹を学ぶ とこ ろ を思 い 描い て み よう。 そ

の 教科書 で は 、 推論の 根拠 となる命題 と、推論 に よ っ て引 き出 され る命題 との

あい だ に水平線が 引か れ 、 水平線の わ きに 、 その 推論が 訴 える推論規則 が記 さ

れ て い る はずで あ る 。 た とえば、A と B とか らA ＆B を導 き出 す推論 は 、 水

平線の 上 に FA」 と 「B 」 と書 き 、 水 平線 の 下 に 「A ＆B 」 と書い て 、 さ ら に

水平線の わ きに （た と えば）「＆ −lntro」 と記す こ とに よ っ て 表現 され る 。

、4　 B
　 　 　 ＆＿intro
／4＆B

　 ま た 、
一 一 A か らA を引 き出す推論 で あれ ば 、水平線の 上 に 「「 一 A 」 と書 き 、

水平線の 下 に 隣」 と書い て 、 水平線 の わ きに （た とえば）「Double　Neg」 と

記す こ とに よ っ て 表現 され る
ω

。

一 rA

　 　 Double　Neg

　さ て 、 こ の よ うな記号法 は 、
い わ ば 水平 線 が 推論

一
般 を 象徴 し、 「＆−In一

七ro 」 とか 「Double　Neg 」 とい っ た記号が 推論の 種類 を区別す る こ とに よ っ て 、

連言導入則 に よ る推論 や二 重否定除去則 に よ る 推論 を、 それ ぞ れ区別 して 表現

して い る の だ と、 い ちお うは 考える こ とが で きる 。 しか し 、
こ の 論文 で 示唆 し

た い の は
、

こ うした記号法 をその よ うに分節化 して 把 握す る の は 、 か な らず し

1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Hokkaido Philosophical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Hokkaldo 　Phllosophloal 　Soolety

も適切 な こ とで は ない の で は ない か 、 とい うこ とで ある 。 ある い は 、す くな く

と も、 そ の よ うな仕方 とは違 う仕方 で 、
こ うした記号法 を了解す る こ とが可能

な の で は ない か 、 とい うこ とで ある 。

　さて
、

ゴ ッ トロ ー プ ・フ レ ー ゲ Gottlob　Frege ，
1848−1925 の

、
い わ ゆ る 概

念記法は 、 ゲ ン ツ ェ ン 式の 記号法の （少 し離れ た）先祖 に あ た る と も言 えな い

こ とは ない
。 しか し 、 そ れ に もか か わ らず 、 フ レ

ー
ゲ の 概念記法は

、 推論に か

んす る 記号法 につ い て 、 われ わ れ が い ま しが た見 た た ぐい の 了解 の仕 方 を拒否

する 。
つ ま り、 ゲ ン ツ ェ ン の 流儀 の 記号法で は 、 推論

一
般の 標識 と推論 の 種類

の 標識 とに 、 そ の 推論 記号 を分 節化す る こ とが 、す くな くと も可能で あ る の に

対 して 、 フ レ ー ゲの 記号法 で は 、 その よ うな分節化 はで きない の で ある 。

　 こ う した事情 を、 こ れ か らわれ わ れ は、演 繹 的推論 に か んす る ル イ ス ・キ ャ

ロ ル の パ ラ ドクス を検討する こ とを通 じて 見て い く。 すなわ ち、 さ きに見た仕

方で 了解 され たゲ ン ツ ェ ン 式記号法は ル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドク ス を呼び込

むけれ ど も 、
フ レー

ゲ 的記号法に準拠 した r解の 仕方で ゲ ン ツ ェ ン式記号法を

了 解 した ば あい には 、 ル イス
・キ ャ ロ ル の パ ラ ドクス は 、 す くな くとも直截 的

な仕方で は生 じな い
。

つ ま り、 フ レ
ー

ゲ的記号法 は 、
こ の パ ラ ドク ス に対 して 、

な にか しら免 疫的 な もの を有 して い る よ うに見 えるの で あ る 。

　以 下 で は 、 次の よ うに議論 を進 め た い
。 まず 、 ル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドク

ス とは どん な もの で あ っ たか を復習 し 、 そ れが ゲ ン ツ ェ ン流 の 記号法の 上 で も

再現可 能で ある こ とを確認す る 。 続い て 、 この パ ラ ドクス が 、 フ レ ーゲ的記号

法の なか で は再現が 困難 に なる こ とを見 る 、 その さい に は 、 ゲ ン ツ ェ ン式の 記

号法 も、 そ れが フ レ
ー

ゲ的記号法 に準 じた 仕方で 了解 され る と きに は 、 や は り

パ ラ ドク ス に耐性 を もつ こ とに注意を促す 。 最後 に 、 フ レ ー ゲ 的記号法の 特性

につ い て 吟味す る ため の ひ とつ の 材 料 と して 、ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イン Wittgen−

stein
，
　L．，

1889 −1951 が 、 『論 理 哲 学 論 考』（Wittgenstein ［1922］）の な か で

（ラ ッ セ ル の パ ラ ドク ス に 関連 して ）示唆 して い る 、 記号法 に つ い て の 彼 の 見

解 を と りあげる
。
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2　 ル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドクス

　 ル イ ス ・キ ャ ロ ル Lewis　Carroll（チ ャ
ー

ル ズ ・ラ ト ウ ィ ジ ・ドジ ソ ン

Charles　Lutwidge 　Dodgson
，
1832−1898）は 、 1894年の 小論　　著者お 得意 の

小 話の 形式 をとっ て い る一 「亀が ア キ レス に 言 っ た こ と」 （Carroll［1894］）

で 、推論の 必 然性 をめ ぐる あ る逆説 を提示 した 。 われ わ れ は 、 ル イス ・キ ャ ロ

ル の 諧謔的 な修辞 を ま っ た く取 り除い て 、 議論 の 骨格 だ けを書 き抜 くこ とに し

よ う。 そ れ は次 の よ うな お話で ある
。

　次の よ うな文の系列が ある 。

（A ）同
一

の もの に等 しい 二 つ の もの は互 い に等 しい
。

（B ） こ の 三 角形の 二 つ の 辺 は 同一
の もの に等 しい

。

（Z）こ の 三角形の 二 つ の 辺 は互 い に等 しい
。

　ア キ レ ス は 、 A と B とを真 で あ る と受 け入 れ た と きには 、
　 Z もまた真 で あ

る と受 け入 れ る こ と に な る は ずだ と主 張す る 。 そ れ に対 して 亀 は 、 A と B と

を受け入 れ て も、 なお Z を真 と して 受 け入 れ る こ との 必然性 を認 め な い
。 ア

キ レス は 、 なん とか して 亀 に Z が真 で ある と認め させ よ うとする 。

　その ため にア キ レス は 、 亀 に次 の 文 を真で ある と受け入 れ させ る 。

（C）A と B とが真な らば
、 Z も真で あ るの で なけれ ば な らない

。

　しか し頑 固な亀は 、 A と B と C とが真 で あ る こ と を認め て も、 なお Z が真

で あ る とは認 め ない
。 ア キ レス は 、 次の 文 を亀 に受け入 れ させ て 、 Z が真 で あ

る こ とをも認 め させ よ うとす る。

（D ）A と B と C とが 真 な らば 、 Z も真で ある の で なけれ ばな らな い
。
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　 しか し亀 は 、 A と B と C と D と を真 で あ る と して 受け入 れ て も 、 なお Z を

真で ある として 受け入 れ る こ とを拒否する 。 とい うわ けで 、 不運 な ア キ レ ス は 、

次の よ うな無限 に後退す る系列 を書 き続 け 、
つ い に Z に 到達す る こ と は ない

。

（A ）同
一

の もの に等 しい 二 つ の もの は 互 い に等 しい
。

（B ）こ の 三 角形 の 二 つ の 辺 は 同一
の もの に等 しい

。

（C）A と B とが真な らば、Z も真で あ るの で な けれ ばな らない 。

（D ）A と B と C とが 真 ならば 、 Z も真で あるの で なければな らない
。

（Z） この 三 角形 の 二 つ の 辺 は互 い に 等 しい
。

　 さて 、
こ の ル イス ・キ ャ ロ ル の ア キ レス が もしも、 前提 か ら結論 へ の 移行 を

水平線で 表わ す記号法 を使う習 慣を もっ て い た と した ら、 は た して 彼は どの よ

うな図 を描 い た だ ろ うか 。 た だ しこ こ で は 、 A とA → B とか らB を導 く推論

（モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス ）を素材 とす る こ とに しよ う。 そ の と きた とえば 、 次の

よ うな図が 描か れ る は ずで あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　A 　 A → B
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　 A → B
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　B

B とい う結論が 導か れ るた め に は 、 無限個 の 前提 が承 認 され る の で な け れ ば

な らな い 。 す な わ ち 、 ル イ ス ・キ ャ ロ ル の 原 典 と同様の 背進 が起 こ っ て い る 。

　 も っ と も 、 ル イス ・キ ャ ロ ル の 議論で は 、 系列 を作 っ て い る の はすべ て 文で

あ っ た の に対 して 、
こ の 図で は 、 水平線の 上 方に 、 水平線を含む図が さ ら に現

われ て い る 。 そ して 、水平線 を含 む 図が 象徴す る の は 、 文で は な くて 推論 に ほ

か な らな い
。 したが っ て 、

こ の 図は原典 の 議論 に 正確 に は対応 して い ない
。

　 ア キ レス が こ の 図 をル イス ・キ ャ ロ ル の 議論に近づ ける ため には 、 た とえば 、

水平線 の 上 に 図の 代 わ りに 、 A → （（A → B ）→ B ）とい う文 を書 けば よい か もし

れ ない 。
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、4　／1 → B 　A → （〔ノ1 → B ）→ ・B）
　 　 　 　 　 　 　 B

そ して 、 こ の 図 にお い て も、 や は り無 限個の 前提が 要求され 、パ ラ ドク ス は再

現 され る 。

　しか しなが ら 、 原 典の C や D は 、 た しか に 文の 形で 書 か れ て は い るけ れ ど

も、 われ わ れの 直観は 、 文で は な くむ しろ推論規 則 こ そが そ こで 提示 され て い

る の だ と受 け取 る 。 そ して 、 推論規則 は 、文 と は は っ き り区別 して 表示 され る

の で なけれ ばな らない 。

　わ れわ れ は そ の た め に 、 推論 が訴 えて い る規 則 を推論図 の 右横 に 示す こ と に

す る 。 そ の 規則 は 、 A とA → B とか ら B を導 くもの に ほか な らな い か ら、次

の よ うに な る。

A 　 ／1 → B ／1　 A → B
　 　 　 　 　 　 　 B

ただ し 、 じっ さい に は訴 えられ て い るの は推論 の 形式で しか ない の だか ら 、 文

字 を変 えて お く。 そ うする と 、 次の よ うな図 に な る
：2）

。

A 　 A → B Φ　 Φ → Ψ

　 　 　 　 　 　 　Ψ

　さて 、 こ の 図で は 、 先の ル イス ・キ ャ ロ ル の 議論 その ま まの 形で は 、 無限後

退 は起 こ らな い
。 したが っ て 、

ル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドク ス が 生 じる の は 、

（文 の 形で 表 わ され る）論理 法則 と （文 の 形 で は 表わ しえ な い ）推論規則 と を

混同 した ため で あ り、 両者を峻別すればパ ラ ドク ス は現 わ れ ない
、

とい ちお う

は述 べ る こ とが で きる
t3）

。
こ うして ア キ レ ス は 、 ゲ ン ツ ェ ン 式 の 記号法 を用い

る こ と に よ っ て 、
パ ラ ドクス を 回避で きる よ うに見 え る 。

　 しか しなが ら 、 亀 とア キ レス が もし もこ の 図 を 、 A とA − B と推論 規則
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Φ 　 Φ → Ψ

　 Ψ

とが受け入 れ られた ときに は 、 A とA → B とか ら B へ の 移行 が必 然化 され る

の だ 、 とい う意味 に了解 した と した ならば
、 あま り事態が改善 され た こ とに は

な らない
。 なぜ な ら、 その と き亀 は

、 そ の 移行 が必然 的で ある とは まだ認め ら

れ ない 、 とまた して も主張 して 、 ア キ レス に次の 図 を描 かせ る こ とが で きる か

らで ある 。

A 　A →
・B Φ 　Φ→ Y ＿A ＿zLt 廴φ　φ → Ψ

B 　 　　 　 Ψ B

あ きらか に こ れ は無 限背進 の 入 り口 に ほ か な らない
ゆ

。

　さて 、論理 法則 と推論規則 を峻別 した図 を描 くこ とは 、
パ ラ ドク ス を回避 す

るた め の 、 お そ ら く順当な方針で は あろ う。 しか し、 そ の 図 をい まわ れ われが

した よ うな仕 方で 了解 して は
、 台無 しに な っ て しまう。

つ ま り、 単に論理 法則

と推論規則が 区別 され た 図を描 くだ けで は不十分 なの で ある 。 そ の よ うに して

描 かれ た 図 を、 さ らに、 い まわ れ われ が した の と は
、 別 の 仕方 で 理 解 しなけれ

ば な らない 。 その い ま一 つ の 理 解 の 仕 方 を把握す る た め に 、 わ れ われ は フ レ ー

ゲ の記号法 につ い て 検討する こ とに なる 。

3　 フ レ ーゲ的記 号法

　ル イス ・キ ャ ロ ル の 小論が発表 され る前年 、 フ レ
ー

ゲ は 、 彼 の 主著 『算術 の

基本法則』（Frege ［1893］）の 第
一
巻 を出版 して い る

。
こ の 書物 で フ レー ゲは 、

推 論 の 前 提 と 結論 と の あ い だ に お か れ る 記 号 を 、 移 行 記 号 （Zwischen−

zeichen ） と称 して い る 。 1879年 の 『概 念記 法』（Frege ［1879］）で は 、
こ の 移

行 記号 は
一
種類 しか な い

。 それが水平の 直線で あ り、
つ ま り、 ゲ ン ツ ェ ン 式の

記 号法 に 引 き継 が れ て い る とお ぼ しき もの で あ る 。 しか し 、 『算術 の 基 本 法

則』 で は 、 （フ レ
ー

ゲ の い わ ゆ る 二 重推理 、 お よ び一 重 コ ロ ン な い し二 重 コ ロ
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ン の 組み 合 わせ に よ っ て 生 まれ る数多くの 変種 を無視 して も、）五 つ の 移行 記

号が 採用 され て い る 。

　別 の 言 い 方をす れば 、 『概念 記法』で は
、

モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス とい うた だ ひ

とつ の 推論規則 しか 導入 され て い な か っ た の に対 して 、 「算術 の 基本法則』で

は 、 （長 い 推論図 を描 くため に 、冗 長 さを避 けるべ く、 ）す くな くと も五 つ の 推

論規則が 容認 され て い る 。 その 五 つ の 推論規則 と 、 それ らに 与 え られる移行記

号 とを 、
こ こ で 確認 して お こ う。

　A → B とA とか らB を導 く推論 （第一 推論様式 、
モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス ）に は 、

「　　 」とい う記号 が与 え られ る
。
A → B とB → C とか らA → C を導 く推論

（派 生 的推論様 式 、 仮言 三段論法）に与 え られ る の は 、 「
一 一 一

」とい う記号で あ

る 。 A → B か ら一B → 一 A を導 く推論 （対偶）に 与 えられ る 記号 は 、 「× 」で ある 。

．4 → （． B → 〔C → D ｝｝とC → （B → （． E → D ）｝とか らA → （C → ←E → D ））を導

く推論 （第三推 論様式）に は
、 「

・一 ・一 ・一 ・」とい う記号 が 与 え られ る 。
地 か

ら∀xFx を導 く推論 （「ラ テ ン 文字か ら ドイ ツ 文字へ の 移行」一 こ の 名称は もち

ろ ん 、 全称量化 に相 当す る操作 を表 わす た め に ドイ ツ 文 字 を用 い る フ レー ゲ の

記号法 に 由来す る
一

）に与 え られ る の は 、 「） 」とい う移行 記号 で ある
15）

。

　 さて 、
こ の記号法 を使 っ て 、 前節 と同様の や り方で 、 ル イス ・キ ャ ロ ル の パ

ラ ドクス を再現 する こ とが で きる だ ろ うか 。

一
見 、 ま っ た く同 じ こ とが で きる

よ うに思 わ れ る か もしれ ない
。 す な わ ち、次 の よ うに図 を描 けば 、 対偶 変換 を

表 わす推論 図 につ い て 、 前節 と同様の 後退が は じま る よ うに思 える か も しれ な

い o

A → B 　 　　 Φ → Ψ

　 ×　　　 　 ×
一

・B → rA 　 　r Ψ → 「 Φ

　しか し、 この 図 は ナ ン セ ン ス で あ る 。 とい うの も 、 前節の 図 で ギ リシ ャ 文字

を使 っ て 右側 に描か れ た パ タ ー
ン は 、 左側 の 推論 が右側 の パ ター ン で 示 され た

形式 （つ ま りモ ドゥ ス ・ポ ネン ス の 形式）をもっ て い る こ とを指示する ため の

もの だ っ た か らで あ る
。

とこ ろ が 、 フ レー ゲ 的な記号法で は 、 こ の 推論が対偶
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変換で あ る こ と は、 「× 」 とい う記号に よ っ て 指示 され る 。 した が っ て 、 こ

の 推論が 対偶変換 の 形式を もつ こ とを示すため に 、 右側 にパ ター ン を描 くこ と

に は 意味が ない
。 さ らに 、 右側の パ タ ー

ン が対偶 変換の形式を示す もの で ある

とする な らば 、 右 側の パ タ
ー

ン の なか に 現わ れ る 「× 」 は 、
い っ たい な に を

表 わす記号 だ とい うこ とに な る の か 。 こ の パ タ
ー

ン 全 体が対偶変換の 形式 に 対

応 して い るの だ とすれ ば
、 そ の 部分 をなす 「× 」 もまた対偶変換 に対 応 して

い る とい うの は 、
い か に も馬鹿 げた こ との よ うに思 われ る 。 か くして 、 この 図

は二 重 の 意味で ナ ン セ ン ス だ と言わ な けれ ばな らない 。

　こ の 図 に 意味 をもたせ る た め には
、 右側 の パ タ ー ン の 「× 」 の か わ りに

、

た とえば 、 「＄」を 、 推論
一

般 を象徴す る記号 と して 、 新 た に 導入 しなけれ

ば な らな い だ ろ う （水平 線 は使 わ ない こ と に しよ う。 水平線 は 、 す で に モ ドゥ

ス ・ポ ネ ン ス の 記号 と して 用 い られ て い るの だか ら）。 そ うすれ ば 、 部分 が 全

体 と同 じで ある 、 とい うこ とは な くなるはずで ある 。 そ の よ うな記号 を用い た

と きには、次 の 図が 描か れ る。

A → B 　　　 Φ → Ψ

　 × 　 　 ＄
rB → rA 　　 一 Ψ → 一 Φ

　 しか し、 この 新 しい 図 もまた 意味不明で ある 。 そ もそ も右側 の バ タ ー
ン は

、

そ れ を受け入れ る こ とに よ っ て 、 左 側の 推論の 結論 を受け入 れ ざる をえな くな

る よ うな もの と して 描 かれ た はず だ っ た 。 そ して 、
この パ タ ー ン がそ の ような

役割 を果たす こ とは 、 右側 の パ タ
ー

ン が左 側 の 推論 図 と同 じ形式 を有 して い る

こ と以外に よ っ て は 望 まれ えない
。 けれ ど も、

この 新 しい 図で は
、 左側の 図 と

右側 の 図 とは 、 形式が異 な っ て い る 。 移行記号が異 な る か らで あ る 。

　この 新 しい 図 を意味 の あ る もの にす る た め に は 、 「右側 の パ タ ー
ン で は と も

か くも、移行記号 の 上 の 形式の 文が認 め られ る ときに は必ず 下の 形式の 文 も認

め られ る とい うこ とが
一
般 に 示 され て い るの だ か ら して

、 左 側の 図で い か なる

種類 の 推論 が お こ な われ て い る にせ よ 、 そ の 種類 に か か わ りな く、 そ の推論が

必然化 され る の だ」、 とこ の 図 を解釈 する しか ない よ うに思 わ れ る 。
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　 しか し 、 そ の ば あ い に は 、 左側 の 図 に現 わ れ て い る 「× 」 とい う記 号 は 、

じつ は特定 の 種類 の 推論 を表わ して い ない とい うこ と に な る 。 右側 の パ タ ー ン

で 必 然化 され る の は 、 Φ → Ψ とい う形 の 文か ら「 Φ → 一 Ψ とい う形の 文へ の

「推論」なの で あ っ て 、 Φ → Ψ とい う形 の 文 か ら一Φ → 「 Ψ とい う形 の 文 へ

の 「対偶変換」で は ない か らで あ る 。 だ か ら、 問題 の 図 は む しろ 、 次の よ うに

描 かれ るべ きだ っ た の で あ る。

Ψ

ゆ

→

φ

Φ
→

Φ

Ψ

　

「

B

酒

→

＄
→

A

B

　

「

　 しか しこ れで は、フ レ
ー

ゲ の 記号 法は ど こ か に 消 えて な くな っ て しま う。 そ

うい うわ けで 、 フ レー ゲ 的記号法上 で はル イス
・キ ャ ロ ル 的後退 が 始 まらず 、

い っ ぽ う、 ル イ ス ・キ ャ ロ ル 的後退 を起 こ そ うとす る と 、 フ レー ゲ 的記号が 失

われ て しまう。
つ まる とこ ろ、フ レ

ー
ゲ的な記号法 に おい て は 、

ル イス ・キ ャ ロ

ル の パ ラ ドク ス を再現す る こ とが 困難 で ある 。 ル イス ・キ ャ ロ ル の 小話 に 帰 っ

て 述 べ れ ば 、 も しもア キ レ ス が フ レ
ー

ゲ 的記号 を用 い て さ えい れ ば 、 彼 は亀 に

最 初の 推論を示 し続け 、「こ れ以上 書 き加 える こ とは で きな い 。 そ れ は ナ ン セ

ン ス に な っ て しま うか ら」と 、 亀 の 要求 を却下す る こ とが で きたの で ある
（6｝

。

　 こ の こ とは、前節で の 水平線 を用 い た記号法 も、 そ れが フ レ
ー

ゲ 的記号法 に

準 ずる 仕方で 解釈 され る な らば 、 ル イ ス ・キ ャ ロ ル 的背進 を招か ない
、 とい う

こ とを示唆 して い る 。 すな わ ち 、

A 　 A → B Φ　 Φ → Ψ

　 　 B 　 　 　　 Ψ

とい う記号が 与 え られ た と き、 こ れ は 、 A とA → B とい う二 つ の 文 と

Φ 　 Φ → Ψ

　 Ψ

とい う推論規 則 を受け入 れ る こ とが 、 B とい う文 を受け入 れ る こ と を必 然化 す
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る、 とい うぐあ い に分節化 され て は な らない の で あ っ て 、
こ の 記号 は む しろ 、

A とA → B とい う二 つ の前提 とB とい う結論 との あい だ に 、

Φ 　 Φ → Ψ

　 Ψ

とい う移行記号 が置か れ て い る 、 とい うぐあい に了解 され る べ きなの で ある 。

　こ の 了解に お い て は
、 推論 図の 右側 に 現 われ る水平線 は

、
モ ドゥ ス ・ポ ネ ン

ス を象徴す る もの で は あ りえない 。 モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス は、 上 の 図全体 に よ っ

て 表わ され る もの で あ り、 右側 に現わ れ る水平線 は 、 こ の 図の 部分をなす もの

で しか な い か らで あ る 。

　現代 の 論理 学で 、移行記号 に あ た る もの が現 わ れ る ば あ い に も 、 同様 に考 え

る こ とが で きる だ ろ う。
つ ま り、 水平 線の わ きに推論規 則 を表わ す符丁 「＆ −ln−

tro」 とか 「Double　Neg 」が記 され る よ うな と きの こ とで あ る。
こ の と きに も 、

水平線 の 上 に お か れ る文 と 、 水平線の わ きにお か れ る 符丁が 表わす規則 とを受

け入 れ た と きに は 、 水平線の 下 にお か れ る文 を受 け入れ る こ とが 必然化 され る 、

と この 推論 図 を分節化す る と、例 の 後退 が始まる 。 そ うで は な く、 水平線 と符

丁 とを ま とめ て
一一

つ の 記号 と して 考 えれ ば 、 後退 は 生 じ ない
。 だか ら 、 その よ

うに了解す る こ とは、現 代風 の 推論図の 記号 を 、
い わ ばフ レー ゲ的移行記号の

正嫡 と して 了解す る こ とに な る  
。

4　 『論理暫学論考』の 記号論

　 さて 、 幸運 に もフ レ
ー

ゲを読 ん で い た ア キ レス は 、 「それ に答 えよ う と して

もナ ン セ ン ス に しか な らない 」 と亀 に応 じる こ とが で きた 。
こ の ア キ レ ス の 答

え 方 は 、 「語 りえ ない こ と」 を語ろ うと して は な ら ない とい う、 『論理 哲学論

考』 の ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン の 戒律 をわ れ わ れ に想起 させ る もの で あ る 。 この

論点 を敷衍する代わ りに 、 わ れ わ れ は 、 「論理哲学論考』で 示唆 され て い る 、

記号法に つ い て の あ る 見解 に 言及す る こ とで 、 こ の 論文の 結 び と した い 。

　わ れ わ れが さ きに確 認 した よ うに、次 の 推論 図 に お ける右 側 の 水平線 は 、
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（フ レー ゲ 的記号法 に準拠 して 解釈 す る な らば 、 ）モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス を表現

す る もの で は あ りえ ない
。

A 　 A → B Φ　 Φ → Ψ

　 　 B 　　 　　 　Ψ

　 こ の （非フ レー
ゲ的 な解釈 を も許容 しうる ）記号法 に お い て は 、 した が っ て 、

水 平線 の は たす役割 は 、 それが とる位置 に よ っ て 別 の もの とな りうる
。

こ の 観

点 は 、 『論 理哲 学論 考』3．333 で の 次 の 指摘 を思 い 起 こ させ る 。

　関数F （fx）が 自分 自身の ア
ー

ギ ュ メ ン トで あ り うる と仮 定 し よ う。 そ の と

き 「F （F （fx））」 とい う命題 が存在す る こ とに な る 。 そ して 、外側 の 関 数F と

内側 の 関数F と は異 な る意 味 を もつ こ とに なる 。 なぜ な ら、 内側 の 関数 は

φ（fx）とい う形式 をもち、外側 の 関数 は レ（φ（fx））とい う形式 を もつ か らで あ

る 。 二 つ の 関数 に共通する もの は文字 「F 」 しか な く、 文字はそ れ だけで は

な に も表示 しな い 。

　二 階の 関数 と三 階の 関数は 、 そ の 形式が 異 な り、 したが っ て 同一
の 関数で は

あ りえない 。 に もかか わ らず 、 そ れ らを同
一

の 文字 で 表 わ し、

一
般 的に 関数 と

して把握す る こ とに よ っ て 、 自分 自身 をア ー ギ ュ メ ン トとす る関数な る もの を、

わ れ われ は錯視す る。 ウ ィ トゲ ン シ ュ タイ ン に よれ ば 、 そ の よ うな錯視 を防 ぐ

よ うな記 号法の 考案 に よ っ て こ そ 、 ラ ッ セ ル の パ ラ ドクス は回避 され る 。

　 さて 、 前節 まで の 議論で わ れ わ れが 見て きた の は
、 次の よ うな こ とで あ っ た 。

あ る 文 集合 r を受け 入 れ る こ とが あ る 文 α を受 け入 れ る こ と を必然 的 な こ と

とす る 、 た とえ ば R1とい う推論規則 と、　 r と R
、
と を受け入 れ る こ とが α を受

け入 れ る こ とを必 然的 な こ と とす る 、 た と えば R2と い う推論規 則 とは 、 別 の

推論規則 で な けれ ば なら ない
。 に もか か わ らず 、 そ れ らの 規則 に従 う移行 を 、

同
一

の （た とえば水平線 とい う）記号で 表わ し、

一
般的な推論 なる もの を錯視

す る こ と に よ っ て 、 わ れ わ れ は ル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドク ス に導 かれ る 。 だ
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か ら、 その ような錯視 が起 こ らない よ うな記号法が 案出 され る の で な けれ ば な

らない
。

こ の よ うに考えを進 めて い っ た と きに 、 わ れ わ れ は 、 ラ ッ セ ル の パ ラ ドクス

とル イス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドクス の あい だに 、 ある種の 平行関係 を認め る こ と

が で きる 。 そ して 、 ウ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン が 適 切 な記 号法 を採用 す る こ と に

よ っ て 、 ラ ッ セ ル の パ ラ ドク ス を回避す るで あろ う仕方は 、 わ れわ れ の ア キ レ

ス が フ レー
ゲ 的記号法を用 い て ル イ ス ・キ ャ ロ ル の パ ラ ドクス を回避する仕方

と 、 見逃 しえない 共通性 を有す るの で あ る 。

註

（1）正確 には 、こ れ らの推論図は、
ー
すで に与 えられ た 証明 か ら新た な証 明 を構成す る

　　　手続 きを表現す る もの で なけれ ば な らない
。 したが っ て 、上の 図 の 「AJ 、「B 」

　　　や 下 の 図 の 「rrA 」に は、それが所与の証 明の 最後の 式で ある こ とを示 す記号が

　　　加 え られ る の が普通で あ る。 しか し、 以 下 の議論 に と っ て は、それ は 本質的で な

　　　い の で 、 こ こ で与 えた図で われ われ は満足する こ とに し よ う。

（2 ）A やB が 複雑 な式で 、左側 の 推論図が どの ような形式 を して い る の か 、
一

瞥 した

　　　だ けで は分か らない よ うな ばあい を想 定すれ ば、右側の 図 を書 き出す こ とに 、実

　　　質的な意味あ い が ある こ とに納 得 で きるだ ろ う。

（3 ）Cf．大森 ［1984］，343貞以 下 。

（4 ）野矢 ［1999］，134−137頁 の 議論 も同様 の 趣 旨の こ とを述 べ て い る と思 わ れる 。

（5 ）Frege［1893］，　 S，25−34、 邦訳 89一ユ14頁 。

（6）つ まる とこ ろ 、 亀の 口 は ふ さが れ なけ れ ば な らない 。 入不二 ［2001］は 、 「亀の 要

　　　求が始 ま っ て しま う限 りは 、
パ ラ ドク ス は 発生 す る し、パ ラ ドク ス が そ もそ も発

　　　生 しな い 場所 とは、亀 の 要求が立 ち上 が る 以 前に の み ある」 （103頁）と述 べ て い

　 　 　 る c

（7 ）蛇 足 なが ら、次の こ とも確認 して お くべ きだろ う。

　　　 『算術 の 基本法則』の 移行記号 に つ い て 、 これ まで の よ うに考える こ とが多少と

　　　も正当 な こ とで あ り、 しか も 『概念記法』の 記号法 と 『算術 の 基 本 法則 』の 記号

　　　法 とに連続性が想 定 され る の で ある とすれ ば 、 『概念記法』の 水平線 につ い て も、

　　　それ は推論
一一

般 を象徴 して い る の だ と考 え る べ きで は な い
。 次 の よ うに考 えた く

　　　な る か もしれ な い
。 『概念記 法」 の水平線 は推論

一
般 を象徴 して い る の で あ り、

　　　ただ 、『概念記法』 にお い て は た また ま推論規則 が モ ド ゥ ス ・ポ ネン ス しか な い

　　　の で 、 け っ き ょ くの とこ ろ 水平線 が モ ドゥ ス ・ポ ネ ン ス を指示す る こ とに な る 、

　　　と
。 しか し、 その よ うに考 える こ とは、ル イス ・キ ャ ロ ル 的なパ ラ ドク ス に 道 を
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開 くこ とになる 。
パ ラ ドク ス を封 じる ため に は、1概 念記法』にお い て も、水平

線 は、『算術 の 基本法則』 と同様 に 、モ ドゥ ス
・ポ ネ ン ス とい う特定の 種類 の 推

論 を指示す るた め に採用 され て い る 、 と理解する の で なけれ ばな らない 。
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